
 

 
 

 

 

 
不易と流行  
 

 「ふえきとりゅうこう」と読みます。多くの人にとってはあまり聞き慣れない、あるいは

なじみのない言葉ではないかと思います。しかし、教育の世界では割とよく用いられる表

現で、中央教育審議会の答申は、不易を「どんなに社会が変化しようとも『時代を超えて変

わらない価値のあるもの』」と、また、流行を「時代の変化とともに変えていく必要がある

もの」と定義したうえで、「我々は、教育における『不易』と『流行』を十分に見極めつつ、

子供たちの教育を進めていく必要がある」と書いています。  

令和６年度も残り２か月半ほどとなり、私たちは今、来年度の教育計画について詰めの

検討を行っています。特に来年度は、補習や教育相談を実施する時間や部活動等生徒が自

主的に取り組む活動のための時間、あるいは教員が教材準備や研修を行うための時間を確

保することを目的に、週の授業時数を２７時間とするとの八王子市教育委員会の方針を受

け、授業日の設定や週の時程など抜本的なところから見直しています。また、部活動改革

の取組が全市的に広がる中、学校の枠を超えた部活動への参加も含め部活動の在り方につ

いて他校と協議しています。  

 本校では、中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して（答申）」の描く

学校教育の実現を目指し、令和４年度から学校改革に取り組んできました。生徒一人一人

と向き合い個人の課題に対応する「ユニバタイム」、いわゆる校則についての不断の見直し

など数々の成果を上げるとともに、新聞で報道されたり他府県の教育委員会や学校が視察

に訪れたりして、京都市のある中学校では今年度から「ユニバタイム」が始まるなどその

成果はほかの地域や学校への広がりを見せています。さらに今年度は学力や体力を重点に

掲げどちらも東京都教育委員会の指定を受けて取り組み、学校だより「柚子の香」第６号

で中村が、第８号で大橋が書いたとおりどちらもすでに予想以上の成果が現れています。  

 このように私たちはこれまでの実践に

大きな手応えを感じています。しかし、こ

れでよしとはしません。今まで積み重ね

てきた実践を本校の「不易」としてより一

層の充実を図るとともに、「時代の変化と

ともに変えていく必要があるもの」すな

はち「流行」が何かをしっかりと見極め、

来年度の教育課程を編成してまいりま

す。  

  主な変更点は確定後学校だよりでお知

らせします。 

令和７年 １月１５日  

八王子市立上柚木中学校だより 

第９号（通算 350 号） 

校長  三田村 裕 

 

不登校をテーマとした保護者サロン 

 

１．対象：市内在住で小・中学生の保護者 

２．日時：２月２６日（水）午後２時から午後４時３０分まで 

３．会場：教育センター大会議室 

４. 内容：講演「ゲームに夢中の子どもたち～医療の立場から」            

５．定員：６０名(先着順) 

６．申込：２月３(月)午前８時３０分受付開始 

 

高尾山学園内教育指導課登校支援担当(電話６６３―３２１６）へ

お電話で 



 

部活動担当  田村 健 

 日頃より、部活動へのご理解、ご協力をいただきありがとうございます。ご存じのとお

り八王子市は、国や都が示す部活動の地域展開の方針を踏まえ、「学校部活動の再編」と「地

域と連携した活動の拡充」からなる「部活動改革」を、令和８年度（2026 年度）末をゴー

ルに据え段階的に進めています（下図参照）。これに基づき市内全中学校は、これまで行っ

てきた部活動を、「４つのカテゴリーの部活動」「特色ある部活動」「広域部活動」に整理・

統合しているところです。その過程や見通しをまとめたものが部活動改革ロードマップで、

市のホームページには全ての中学校のロードマップがアップされています。  

（https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/003/004/008/p034805.html） 

本校は市の部活動改革にいち早く取り組み、今年度４月には運動系ゆるやかに楽しむ部

としてバリスポ部をスタートさせました。また、当初の予定より遅れましたが、１２月に

科学部、クリエイト部、将棋部、ボランティア部を統合し、文化部（文化系趣味的教養部）

をスタートさせました。今後、生徒の要望を踏まえながら文科系趣味的教養部に加え、文

科系技を極める部を設置します。バリスポ部も文化部も、生徒が主体となって活動してい

ます。本校の部活動改革ロードマップをお知らせします。  

（https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/003/004/008/p034805_d/fil/kamiyugichuu.pdf参照） 

(1) 令和７年度の部活動について 

広域部活動である陸上競技部と硬式テニス部、特色のある部活動である吹奏楽部、女

子バスケットボール部、新設したバリスポ部と文化部（仮）については、引き続き生徒の

募集を行い、活動を継続します。  

サッカー部、男子バスケットボール部、バドミントン部、女子バレーボール部は、現２

年生（令和７年度３年生）が最後の大会を終えた時点で廃部となります。 

一方、野球部を新設します。これは、広域部活動の「野球部」を令和８年度の夏に鑓水

中から本校に移管することになっていて、その準備のために７年度に設置します。 

(2) 令和８年度以降の部活動について 

令和７年度に継続する部活動は、令和８年度も継続して活動します。  

上柚木中の部活動改革ロードマップ 

https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/003/004/008/p034805.html
https://www.city.hachioji.tokyo.jp/kurashi/kyoiku/003/004/008/p034805_d/fil/kamiyugichuu.pdf


夏以降野球部が広域部活動となり、拠点校として他の学校から生徒を受け入れ活動し

ます。 

カテゴリー別の部活動を充実させるため、現在活動している文化部に加え、文化系技

を極める文化部を新設し、活動のさらなる充実を図ります。  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 

八王子市南部で京王相模原線沿線あるいは比較的その近隣の中学校９校（由木中、松が

谷中、中山中、南大沢中、宮上中、別所中、上柚木中、松木中、鑓水中）は、学校を超えて

部活動を相互に補完し合う体制づくりを検討しています。入部を希望する部活動が自分の

学区の中学校に開設されていない場合でも、同じ活動を行う部活動が開設されている中学

校がほかにあり、しかも人数的に他の学校の生徒を受け入れることが可能である場合には、

その中学校で活動できるようにしようというものです。つまり、上柚木中に通う上柚木中

生でありながら、部活動は放課後他の中学校に移動して行うことを可能にします。ただし、

他校の部活動に参加することはできても、状況によっては中学校体育連盟の規定により大

会には参加できないことがあります。 

詳細は、来年度説明しますが、以上のことについては、２月１３日（木）に行う新入生保

護者説明会において、今年４月に入学する予定の生徒の保護者にも説明します。  

 今後も、上柚木中学校の部活動改革に、ご理解・ご協力を賜りますよう、よろしくお願い

いたします。 

 

 

第３学年主任  五十嵐 育子 

 ３年生の中学校生活も、早いもので残すところ３か月を切りました。３学期始業式では、

いつもの元気な姿と、「今年もよろしくお願いします。」という笑顔の挨拶を見て、安堵し

ました。また、３校時に行った数学の休み明けテストでも終了時刻まで真剣に取り組む生

徒が多く見られ、学習に対する意識の高まりを感じました。入試本番まであと少しです。

体調管理に気を付けて、今の緊張感を維持したまま皆で乗り越えていきたいと思います。 

２学期末の三者面談を終えてから、保護者の皆様にも多くの書類提出等のご協力をいた

だきました。インターネット出願が主流となった今、便利になった反面ちょっとしたミス

も発生していますが、随時ご連絡をいただき、相談しながら進めることができています。

今後も３学年全員の進路先が決まるまで、ご家庭と学校とで連絡を密に取りながら、生徒

を支えていきたいと思います。 

さて、来週からは私立高校の推薦受験を皮切りに、いよいよ受験が始まります。子供た

ちには、焦らず苦手科目や問題集に一つずつ丁寧に取り組み、頑張ることを惜しみなく続

けてほしいと思います。中学校でも折に触れて受験対策を続けて参ります。間違えた問題

は何度でも解き直す習慣を付けていきます。 

保護者も緊張するこの時期、ご家庭でのちょっとした声掛けは子供たちに安心感を与え

ます。お子様の気持ちを受け止め、時には寄り添いながら温かいサポートをお願いいたし

ます。「自分が受験する高校はここで良かったのか」と今になって不安を口にする生徒も見

られます。人生で初めての大きな選択をした今、不安になるのも当然です。そのようなと

入試に向けて 



きは、自信と勇気を与えてください。「受験」は一つの通過点であり、「合格」もゴールでは

なく、次へのスタートです。これからの３か月の頑張りが次へのステップになります。 

残り僅かとなりましたが、私たち教職員も子供たちの成長を共に応援し、見守って参り

ます。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

小中一貫教育担当教務主幹  田中 博之 

 八王子市小中一貫教育に関する基本方針に基づき、上柚木中学校

グループの愛宕小学校、上柚木小学校と本校の３校は、今年度も小

中一貫教育の推進に取り組んできました。  

昨年の６月と９月に実施した小中一貫教育の日では、本グループ

の小、中学校の教員が、学習面、生活面、特別活動における教育活

動の連携について話合いました。今月２９日（水）には、第３回小中一貫教育の日を控えて

いて、今年度の取組の成果と課題の分析、課題解決に向けた方策を検討します。 

 また、６月には小学生の部活動体験、７月には各小学校の夏季学習教室への中学生の学

習ボランティア派遣、８月には小中合同引き渡し訓練、１０月には６年生の合唱練習見学

など、児童・生徒が直接交流する機会も設けました。さらに、小学校の代表委員の児童と中

学校の生徒会本部役員の生徒が、はちおうじっ子サミットに関連する取り組みを行うため、

オンライン交流を４回実施しました。  

本校ＰＴＡや学校運営協議会、あるいは青少年対策上柚木地区委員会が開催する行事に

小学生や中学生が積極的に参加していますし、東京都教育委員会 Tokyo スポーツライフ推

進指定地区指定校として上柚木グループ３校でいくつもの取組を行っています。このよう

に今年度は様々な小中一貫教育の活動ができました。令和７年度も、小、中学校のさらな

る連携の実現を目指して、小中一貫教育の充実を図ります。 

 

 

 

国税庁・納税貯蓄組合 中学生の税についての作文  優秀賞 〇〇〇〇（３年１組） 

八王子間税会 中学生の「税の標語」 八王子都税事務所長賞 〇〇〇〇（１年１組） 
 

 

 

１月１６日（木）避難訓練、中央委員会、お

おるり展始 

  １８日（土）学校公開・道徳授業地区公

開講座 

２０日（月）生徒会朝礼、おおるり展終 

  ２６日（日）都立推薦入試 

  ２７日（月）都立推薦入試 

  ２９日（水）小中一貫教育の日 

  ３１日（金）校外学習（１・２年）、都立

推薦入試合格発表 

２月 ３日（月）学校朝礼、安全指導 

   ４日（火）避難訓練 

  １０日（月）専門委員会 

  １３日（木）中央委員会、新入生保護者

説明会 

１７日（月）生徒会朝礼 

２１日（金）都立一般入試（３年） 

２６日（水）学年末考査（２７日まで） 

２８日（金）専門委員会 

   

学習教室 １月：１５日㈬、２０日㈪、２２日㈬   

２月：３日㈪、１０日㈪、１２日㈬、１７日㈪、１９日㈬、２０日㈭、２１日㈮、２５日㈫ 

上柚木中生の活躍 

２月末までの主な行事  

小中一貫教育の取組  


